
　

さ
ら
に
政
府
の
対
応
に
は
、「
ロ

ッ
ク
ダ
ウ
ン
の
よ
う
な
強
い
規
制
を

か
け
ず
、
感
染
者
数
や
死
亡
者
数
を

低
く
抑
え
た
こ
と
は
範
と
し
て
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
」と
評
価
し
た
。

　

大
手
の
商
社
マ
ン
と
し
て
米
国
５

年
、
上
海
に
４
年
駐
在
し
、
高
度
経

済
成
長
下
に
国
際
舞
台
の
第
一
線
で

活
躍
し
た
。
一
方
、
構
え
ず
率
直
な

援
も
大
切
。
議
会
と
行

政
が
両
輪
と
な
っ
て
、

よ
り
良
い
ポ
ス
ト
コ
ロ

　

ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
の

時
代
に
、
県
議
会
の
舵

取
り
を
担
う
。「
小
康

状
態
が
続
く
が
、第
二
、

第
三
波
を
前
に
医
療
・

検
査
体
制
の
強
化
が
求

め
ら
れ
る
」
と
備
え
の

重
要
性
を
強
調
。「
一

次
産
業
へ
の
手
厚
い
支

　

ま
た
、
県
財
政
に
つ
い
て
「
疲
弊

し
た
経
済
は
す
ぐ
に
は
元
に
戻
ら
な

い
。
い
ま
の
行
革
は
見
直
し
が
必
要

だ
」
と
見
解
。「
今
後
の
地
域
経
済

は
さ
ま
ざ
ま
な
想
定
が
必
要
だ
が
、

各
界
各
層
の
一
人
ひ
と
り
が
努
力
を

惜
し
ま
ず
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を

全
う
す
れ
ば
立
ち
直
り
は
早
い
は

ず
」
と
展
望
し
、
新
し
い
時
代
へ
の

を
務
め
た
原
健
三
郎
氏
で
、
20
数
年

間
、東
京
で
と
も
に
暮
ら
し
た
。「
常

に
故
郷
を
思
い
、
頼
ま
れ
ご
と
に
は

す
ぐ
に
動
く
。
多
大
な
影
響
を
受
け

た
」
と
憧
憬
は
色
あ
せ
ず
。
趣
味
は

ゴ
ル
フ
で
、
酒
は
た
し
な
む
程
度
。

家
族
の
一
員
に
は
ト
イ
プ
ー
ド
ル
の

ミ
ニ
ョ
ン（
仏
語
で
か
わ
い
い
の
意
）

も
。座
右
の
銘
は「
一
隅
を
照
ら
す
」。

議
員
の
本
領
が
問
わ
れ
る
と
き

て
、「
地
域
の
状
況
や
課
題
を
し

っ
か
り
と
把
握
し
、
県
や
国
に
対

策
を
求
め
て
い
く
橋
渡
し
役
と
し

て
、
本
領
が
問
わ
れ
て
い
る
」
と

問
題
提
起
。「
役
割
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
重
要
。張
り
合
い
が
あ
る
」

と
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

曙
光
を
見
出
し
た
。

　

旧
北
淡
町
出
身
。
岳

翁
は
国
土
庁
長
官
な
ど

ナ
社
会
を
創
っ
て
い
か
ね
ば
」
と
気

負
い
な
く
抱
負
を
語
る
。
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人
柄
に
親
近
感
が
あ
ふ
れ
る
。

　

コ
ロ
ナ
時
代
の
議
員
像
に
つ
い
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